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今後の取組予定

１．共通ロゴマークの普及

訪日外国人旅行者の利便性向上に資する一定のサービス水準を有するサービスに限り使用を認め、宅配事業
者のカウンター、空港、駅等の交通結節点等において集中的に掲示を推進する。

２．ＨＰ、パンフレット等を活用したＰＲ

ＪＮＴＯ等における海外での宣伝活動や、海外の旅行代理店及び航空会社等における商品への組み込みの促
進、旅行案内サイトへの掲載等を通じて訪日外国人旅行者に対して「手ぶら観光」をＰＲする。

３．免税店との連携強化

共通ロゴマークの活用や免税売店との連携を強化し、免税売店カウンターでの手ぶら観光サービスの普及促
進をはかり、購入した土産品の国内・国外の目的地等へのダイレクト配送の利用環境整備を進める。

４．更なるサービス向上に向けた事業者への働きかけ

多様な輸送方法を活用した即日配送の一般化などのサービス水準の向上、多言語対応可能な窓口の拡大、
広域観光周遊ルート形成に合わせたサービス提供等について事業者等に働きかけを行う。

５．手ぶら観光促進状況の把握のための指標の検討
併せて、手ぶら観光推進状況の把握のための指標についても検討を行いたい。
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今後、以下に示す、共通ロゴマーク等を活用した周知や外国語対応等を進めるとともに、取組の進捗状況を関
係者間で共有するため、適宜協議会を開催することとする。



共通ロゴマーク・外国語名称を活用した関係者の事業展開のあり方（素案）

共通ロゴマーク・外国語名称を活用した関係者の事業展開を促進するにあたり、手ぶら観光推
進状況の把握のための指標を、来年度以降、検討していく。

指標の例

①外国人利用者数

②受付カウンター数

③主要観光拠点に占めるサービス展開エリアの割合
・新幹線の主要駅
・国際空港
・主要観光地 等

④認知度

⑤顧客満足度

半年～１年に１回程度の頻度で実施状況の把握・共有を行ってはどうか。
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＜事務局素案＞



【参考】他分野における指標の設定例
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※出展：観光立国実現に向けたアクション・プログラム2014（平成26年6月17日 観光立国推進閣僚会議）

指標例

手ぶら観光促進に
関する類似の指標例
（前ページの指標番号）

2020年に向けて訪日外国人旅行者数2000万人の高みを目指す。 ①

2016年度までに空港での入国審査に要する最長待ち時間を20分以下に
短縮することを目指す。（CIQ関係）

－

1日の乗降客数が3000人以上の旅客施設においては、2020年度までに
原則100%バリアフリー化する。（バリアフリー関係）

③

2020年に「クルーズ100万人時代」の実現を目指す。 ①

2020年に向けて全国各地の免税店を10,000店規模へと倍増させる。 ②



広域観光周遊ルート形成と併せたサービス提供
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【広域周遊ルート形成について】

複数の都道府県を跨がって、テーマ性・ストーリー性を持った一連の魅力ある観光地を、交通アクセスも含めてネットワー
ク化して、外国人旅行者の滞在日数（平均６日～７日）に見合った、訪日を強く動機づける「広域観光周遊ルート」（骨太な「
観光動線」）の形成を促進する。

例えば、関係者からなる地方協議会において、具体的な場所に即して

・カウンターの配置（どの観光ポイントに展開すべきか、誰が運営するか）
・即日配送を行うルート、ネットワークのデザイン
・ホテル、駅、空港航空関係者にも設置場所についての協力
・個別のカウンターにおける観光案内所との機能分担 等

を議論

広域観光周遊ルート形成推進における「手ぶら観光」促進の取組広域観光周遊ルート形成促進

【広域観光周遊ルートのイメージ】

【今後の進め方】
現在のところ、「世界に誇れる広域観光周遊ルート
検討委員会」において、基本方針を検討中。
具体的な実施スキームについて、今後検討予定。



訪日外国人旅行者数2000万人の受入に向けた地方ブロック別連絡会（仮称）
における課題としての手ぶら観光の扱いについて
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「スーツケースや土産品等の手荷物の配送及び預かり機能の強化」
（＝手ぶら観光）についても課題例として明示されていないものの含まれている。


